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人口 2ヰヰ，333人
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(平成 2年 7月 1日現在)

機 6mの広い廊下。遅轄下の盤を取り殺くとき多額約に料用できる

発成した議沢小学校。康上には霊童喜望台fす替の主著書量がある。前童書は整機中

赤
松
の
板
張
り
の
援
介
希
製
マ
ッ

ト
を
敷
き
、
暖
か
み
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
集

会
な
ど
、
地
域
の
み
な
さ
ん
も
利

用
し
た
く
な
る
よ
う
な
施
設
で

す
。
ス
タ
ジ
オ
は
、
情
報
化
社
会

に
備
え
て
、
一
教
案
分
の
広
さ
が

あ
り
、
憐
接
し
て
ミ
キ
サ
ー
室
一
兼

放
送
室
が
で
き
て
い
ま
す
。
昇
降

口
も
ゆ
と
り
亭
持
た
せ
た
広
い
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

一
一
階
部
分
は
、
験
資
拍
車
、
理
科

案
、
図
工
室
、
普
通
教
東
工
一
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
二
階
か
ら
体
育

抽
出
と
慾
陸
に
出
る
判
別
々
の
渡
り
廊

下
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
教
職
員
の
休
務
室
(
費
)
が

あ
り
、
校
庭
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
一
樹
部
分
は
、
図
護
軍

ι~
会
議

室
、
家
庭
科
予
言
普
通
教
室
三
に

食
堂
が
あ
り
ま
す
。
食
堂
は
、
多

目
的
ホ
ー
ル
ど
向
じ
広
さ
で
、
壁

と
床
が
板
張
り
で
、
全
校
先
輩
が

新
し
く
建
設
し
た
吉
沢
小
学
校
こ
の
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
や
盤
内
一
度
に
会
食
で
き
る
よ
う
に
な
っ

は
、
上
吉
沢
の
台
地
の
鎖
斜
地
を
運
動
場
へ
行
く
に
は
、
校
舎
の
一
て
い
ま
す
。
家
滋
科
室
一
や
図
書
室

上
手
に
利
用
し
て
達
さ
れ
て
い
階
部
分
か
ら
出
入
り
す
る
こ
と
に
患
っ
た
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
持

ま
す
。
校
的
]
は
、
低
い
一
前
か
ら
高
な
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
は
っ
て
い
ま
す
。

い
所
ま
で
の
差
が
一
…
十
れ
も
あ
っ
屋
内
運
動
場
よ
り
凶
十
日
ン
れ
下
震
と
に
は
、
鏡
の
鳴
る
展
望

た
の
で
、
こ
れ
を
三
段
階
に
浩
成
げ
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
を
防
ぐ
た
台
。
塔
震
が
あ
り
ま
す
。
展
議
ム
口

し
、
一
番
下
の
一
部
分
に
ア
ー
ル
と
め
の
調
整
池
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
は
、
上
吉
沢
一
地
区
が
一
望
で
き
る

前
庭
を
、

E
M
4か
っ
た
所
に
校
さ
ら
に
一
溶
か
ら
グ
ラ
ン
ド
へ
上
す
ば
ら
し
い
景
観
で
、
子
供
た
ち

舎
を
、
さ
ら
に
闘
が
上
が
っ
た
婦
が
る
麗
札
階
段
を
利
用
し
て
、
屋
が
写
生
や
局
関
の
自
然
続
脚
択
を
す

に
グ
ラ
ン
ド
と
摩
円
運
動
場
を
想
外
集
会
等
が
で
き
る
間
訂
外
ス
テ
1

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

設

し

て

い

ま

す

。

ジ

も

設

奮

し

で

あ

り

ま

立

。

い

ま

す

。

平
塚
市
は
、
大
規
模
地
震
に
鍛
え
て
、
考
朽
化
し
た
木
造
校

舎
の
態
て
替
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
吉
沢
小
学
校

の
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
ζ
と
に
よ
っ
て
、
小
学
校
二
十
八
校
と

中
学
校
十
五
校
が
全
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
な
り
、
木

造
校
舎
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
吉
沢
小
学
校
は
、
昭
和
十
七
年

に
建
て
た
も
の
で
、
老
朽
化
も
激
し
く
、
敷
地
も
借
地
で
菌
穣

も
狭
か
っ
た
た
め
、
新
た
に
上
吉
沢
神
戸
地
区
に
校
地
を
求

め
、
新
校
舎
を
建
設
し
た
も
の
で
す
。
す
で
に
校
舎
と
ブ
ー
ル

は
完
成
し
て
い
る
の
で
、
二
学
期
か
ら
子
供
た
ち
は
新
校
舎
で

鰍
強
を
始
め
ま
す
。
現
在
は
、
周
開
聞
の
整
備
と
植
殺
を
行
っ
て

お
り
、
全
て
完
成
す
る
の
は
十
二
月
下
旬
の
予
定
で
す
。
そ
れ

で
は
、
吉
沢
小
学
校
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

3教室主分の$;さがある重量霊堂。子供たちがー織で会食できる

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
は
百
六
十
六
人
で
、
各
学
年
一
ク

ト
造
り
地
下
一
昨
階
、
地
上
三
階
建
ラ
ス
(
平
均
一
ク
ラ
ス
犯
人
)
ず
グ
ラ
ン
ド
は
、
吉
川
川
の
直
線
路

て
で
、
将
来
の
教
育
環
境
に
対
応
つ
で
す
が
、
将
来
の
ご
と
を
考
え
と
一
周
百
五
十
以
の
ト
ラ
ッ
ク
、

で
き
る
よ
う
、
ゆ
と
り
の
ス
ベ
l

八
教
室
設
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
ブ
ー
ル
は
一
エ
五
討
の
ス
テ
ン
レ

ス
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
γ

普
遍
教
室
の
廊
下
は
、
六
日
州
ス
製
で
六
コ
ー
ス
、
湾
り
の
施
設

た
、
最
後
の
金
田
校
舎
で
も
あ
っ
(
通
常
二
。
五
む
と
騒
が
広
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
な

た
こ
と
か
ら
、
廊
下
や
階
段
、
援
く
、
廊
下
の
壁
(
稼
動
式
〉
を
殺
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
に
不
安
取
り
入
れ
丈
暖
か
り
除
く
と
、
約
一
一
教
室
奈
の
広
さ
ま
た
校
庭
の
擁
壁
を
利
用
し

み
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
と
な
り
、
多
目
的
に
使
え
る
よ
う
で
、
抗
火
石
や
筑
波
石
、
根
府
川

現
長
1

t

口
沢
小
学
校
の
児
葉
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
石
、
黒
ボ
ク
お
な
ど
と
、
セ
キ
シ

!

l

昏

e

b

'

白

}

ヨ

ウ

、

ツ

ク

ブ

キ

、

ポ

ラ

ン

チ

ラ

会

農

で

き

る

襲

撃

な

ど

の

義

母

植

え

た

岩

石

騒

が

6

1

1

・
4

。

巳

{

{

造

成

さ

れ

て

い

ま

す

。

校
舎
の
一
結
部
分
に
は
、
普
通
ま
す
。
多
白
的
ホ
ー
ル
は
、
公
民
と
に
か
く
、
す
ば
ら
し
い
潔
境

教
宰
一
二
と
事
務
笠
、
者
室
室
、
ス
舘
の
集
会
室
戸
商
じ
位
の
ス
ベ
i

宅
工
に
、
ゆ
ζ
り
の
あ
る
す
ば
ら

タ
ジ
ォ
、
多
一
缶
約
ホ
ー
ル
が
あ
り
ス
(
約
三
教
室
分
の
広
さ
)
で
、
し
い
校
舎
で
す
。
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(2) 

九
月
一
日
は
「
紡
災
の
門
口
」
。
市
で
は
、
今
年
も
紡
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
発
災
対
応
型
や
予

知
対
応
型
な
ど
の
部
綴
を
行
う
。
最
近
で
は
、
八
月
五
日
(
日
)
午
後
四
時
十
一
一
…
八
月
、
山
相
模
湾

を
暗
躍
拙
仰
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
=
の
地
箆
が
発
生
し
、

ζ
の
時
市
消
防
本
部
の
如
ぷ
時
計

で
は
療
援
三
在
日
比
一
蹴
し
て
い
る
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
白
ご
ろ
の
隣
近
所
の
防
げ

合
い
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
身
の
回
り
を
τ点
検
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
塚
市
総
合
防
災
訓
訓
練
が
、
今
一
緩
和
内
務
で
は
、
一
八
五
凶
年
の
安
一
こ
と
か
ら
も
、
近
い
将
来

年
も
八
月
二
十
六
日
(
怠
と
九
一
政
策
海
地
震
か
ら
百
一
一
一
十
六
年
間
一
袋
の
豆
配
-
吹
か
一
口
一
向
い
地
域

月
…
臼
(
土
)
む
一
一
日
慣
行
わ
れ
一
大
地
返
が
な
く
、
い
つ
発
生
し
て
一
て
い
る
。

る

。

一

も

お

か

し

く

な

い

状

態

と

な

っ

て

一

私

た

ち

は

大

地

撲

の

発

こ
の
訓
練
は
、
東
海
地
震
に
係
一
い
る
。
一
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

る
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
一
な
お
、
最
近
特
に
注
自
主
れ
て
一
か
ら
の
備
え
と
隣
近
所
の

ゃ
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
一
い
る
の
が
神
奈
川
県
色
部
地
黍
1

一
い
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
被
容
を

合
に
、
布
、
防
災
関
係
機
関
、
市
一
小
田
原
周
辺
を
震
源
と
す
る
マ
グ
一
最
少
般
に
く
い
止
め
る
こ
と
r

民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
紡
一
一
一
チ
ュ

l
ド
七
ク
ラ
ス
の
雲
間
一
る
。

災
体
制
が
と
れ
る
よ
う
f

訓
練
す
る
一
で
、
過
去
五
屈
発
生
し
て
お
り
、
一
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
妨
災
訓

も
の
。
一
そ
の
発
生
の
平
均
周
燃
は
約
七
十
一
に
多
加
し
、
初
災
に
つ
い
て

m

東
海
地
震
は
、
東
海
沖
か
ら
駿
一
一
一
一
年
と
わ
断
さ
れ
、
こ
の
規
則
間
性
一
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

河
湾
ま
で
の
幾
源
域
を
も
っ
マ
グ
一
が
成
り
立
つ
と
す
る
と
、
次
の
地
…

一

一

O
発
災
対
応
綴
側
制
緩

ニ
チ
ュ

l
ド
八
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
一
震
は
一
九
九
八
年
前
後
と
予
澱
さ
一

震
ザ
ヘ
過
去
百
年
か
ら
百
五
千
十
年
一
れ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
は
、
伊
豆
一

8
月
初
日
(
日
)
午
前
自
惜

の
時
間
関
聞
で
発
生
し
て
い
る
。
特
に
一
品
寸
色
叩
や
箱
根
遺
山
中
を
載
せ
た
ブ
ィ
一
分
、
駿
前
川
沿
沖
を
震
源
と
す
広

一
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
本
州
織
の
一
海
地
震
が
発
生
し
、
多
数
の
品

ア
ジ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
一
議
や
家
震
の
倒
壊
、
電
気
a

み
、
さ
ら
に
こ
の
一
一
つ
の
プ
レ
ー
一
ス
a

水
道
e

霊
ヤ

ト
の
下
に
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
東
一
被
害
を
受
け
、
舟

か
ら
潜
り
込
む
と
い
う
後
雑
な
地
一
災
が
発
生
し
た
ヲ

理
的
愛
唱
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
一
の
訓
練
を
行
う
。

ち

平成主主主芋81"弓守 5臼

γーもし草案j毎地震が重量挙
í 東海地震は綾f可制震源とする医大地震で、発~レ
jアピ場合、平理市域では重重度 6 (烈霊童)以上になると予

j される。この被害想定(地援が予知できたと仮定〉

jι立 神奈川県召不出7~60年度の 4 年間にねたって地

j 被警認定調査を実施し、発表したもの。

;人口、世帯数は昭和前年10月 1臼現在)

・震源駿河南内

@規模マグニチユード8.0

嵐速毎秒、 4旬、北向吉

・天気 好奇れ

・湿度

I (~~発生時鰐 侍 -1糊
{車童轟瑚等の被害害想定}
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焼失様数

) り災人口

} ノノ世帯数

J り災率
l死者数
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4，091オ策

184棟

2，725ポ衰

15.290メ、

4.880t世帯
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130.}、
270人

。ιト
5か所

1か所

小
出
現
動
力
ポ
ン
プ
の
操
法
技
術

と
ス
ピ
ー
ド
亭
数
日
つ
第
一
関
平
塚

市
消
紡
回
消
幼
時
開
法
大
会
が
七
月

4

五
日
(
門
口
)
、
消
妨
総
合
側
訓
練

場
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
J
i
八
の

消
妨
分
間
凶
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

巣
を
競
っ
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
各
分
間
山
庁

舎
に
常
備
し
て
あ
り
、
災
害
時
吋
の

九
月
九
日
は
「
救
急
の
臼
」
o

て
、
ま
た
正
し
く
か
け
て
い
た
だ
一

消

防

車

事

与

、

現

在

一

告

の

救

急

き

た

い

。

一

車
(
本
字
海
岸
e
A
控
?
神
田

v
u泊
券

吋

謹

一

出
張
J

市
)
を
配
備
し
、
-
一
十
四
時
判
明
d
相
が
入
る
と
、
次
の
こ
と
を
一

間
休
む
こ
と
な
く
か
山
山
番
。
を
受
閣
議
に
お
問
問
き
す
る
。
一

け

て

い

る

。

①

勾

が

あ

っ

た

の

か

(

急

時

、

交

一

市

内

に

お

げ

る

救

急

車

の

出

勤

通

事

故

な

ど

)

一

袋
詰
は
「
急
病
」
が
一
番
多
く
、
②
い
っ
、
ど
こ
で
(
車
内
牛
一
時
間
、
一

次
い
で
一
交
通
事
故
-
、
コ
霊
場
所
、
近
く
に
あ
る
暴
な
ど
こ

鑓
一
の
臓
と
な
っ
て
お
り
、
沼
和
③
現
在
の
状
況
(
け
が
人
の
数
な
一

六

寸

一

一

一

年

は

五

千

七

百

九

十

八

ど

)

一

件

、

元

年

は

五

千

九

百

七

三

更

望

号

技

場

に

宣

件
、
モ
し
て
今
年
(
七
月
末
)
は
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
場
に
豆
一

す
で
に
一
一
一
千
百
六
十
七
件
に
も
の
合
わ
せ
た
方
の
遜
切
な
応
急
手
当
一
一

ほ
り
、
特
に
急
病
と
交
プ
連
事
故
の
で
大
切
な
生
命
者
救
う
ご
と
に
も
ニ

増

加

が

目

立

っ

て

い

る

。

な

る

。

…

…

尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
の
機
会
に
地
域
防
災
訓
訓
練
な
一
一

撃
蚕
が
少
し
で
も
平
く
現
場
に
ど
で
行
う
応
急
予
当
部
練
に
参
加
一
一

室
唱
す
る
ゆ
)
と
が
必
要
と
な
る
。
し
、
普
段
か
ら
そ
の
世
話
と
知
識
一
…

救
急
車
が
平
く
到
着
で
き
る
よ
を
身
に
つ
け
て
お
い
て
い
た
だ
き
こ

う

dm番
u

還
認
は
、
落
ち
知
事
い
た
い
。

復
旧
活
薮
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
な
一
氏
・
会
問
貝
一
一
一
一
白
十
人
)

お
、
大
会
の
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
一
れ
た
。

次
の
と
お
り
o

(

敬
称
略
〉
一
同
協
点
以
は
、
昭
和
翌
一
一
一
年
か

マ
優
勝
第
お
分
閉
山
(
金
田
)
、
一
ら
一
一
十
一
一
年
間
に
わ
た
り
、

2
位
築
山
川
分
間
凶
(
大
野
菜
)
、
一
策
西
日
曜
日
の
朝
、

3
位
第
お
分
間
(
吉
沢
)

の
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

自
分
た
ち
の
告
を
き
れ
い
に
し

一
ょ
う
と
い
う
蒸
杯
な
気
持
ち
か
ら

一
始
め
ら
れ
た
と
い
ユ
イ
」
の
活
動
ば
、

都
ゐ
市
環
境
づ
く
り
に
実
献
し
て
…
今
で
は
顔
見
知
り
の
方
々
も
で

る
毘
体
を
表
彰
す
る
神
奈
川
県
一
き
、
吋
ご
苦
労
様
」
、
「
頑
張
つ

都
市
整
儀
対
内
術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
一
て
」
な
ど
の
一
言
葉
が
掛
け
ら
れ
る

表
彰
が
こ
の
夜
行
わ
れ
、
平
塚
管
一
こ
と
も
し
ば
し
ば
の
こ
と
。

内
で
は
長
年
市
街
地
の
渚
掃
活
再
劃
一
会
居
間
の
皆
さ
ん
は
、

を
続
け
て
き
て
い
る
平
塚
市
肢
体
一
爆
の
下
で
、
今
忌
↓

(
代
表
康
都
民
三
一
続
け
ら
れ
て
い
る
。

。募集人員
く〉受験資格 CD:お耳語大学及び高等学校
を弔業(平成3年 3月卒業見込みを

含む)した方で、結和羽生"4月 2日
以降に生まれた健康な男子。③身長

胸鈎80cm、雨量毘課

色覚fT.び聴力
の正常な方。

。重曹 2次試験 9月16El(臼)

く〉萌し込み 9月 5臼までに消防本部

にある受験申込脅を本人が直接庶務

課へ持参する。

-問い合わせ平壕市消針J本部庶務課

(内線387)

ふ
の
関
誌
綱
相
談
毅
一
円
山
;
一
一
市
内
線
一

。
人
権
法
樟
抑
制
緩
へ
8
丹
市
斗
円
(
火
)
、

9
円
4
日(火)、

〈
〉
行
時
世
帯
情
相
談
三
時
i
M
時

〈
〉
一
殻
法
捧
相
経

9
H
5
日
(
水
)
、
日
記
(
水
)

予
約
制
「
輔
略
語
で
も
一
可
)
、
日
時
5
村山時

〈
〉
登
記
、
犠
託
、
期
墨
田
制
談

9
河
川
比
日
(
&
…
位
、
日
時
tM四時

〈
〉
一
時
期
市
民
指
談
笹
口
(
た
だ
い
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
口

曜
e

祝
日
a

第
2
・第
4
土
曜
は
除
く
)

。
消
藤
生
活
相
談
8
月
日
日
(
金
)
、
剖
日
(
金
)
、
出
口
(
金
)

9
H
7
日(金)、
H
日(金)、
9
時
1
日
時

〈
〉
由
比
四
例
年
金
相
談

9
月
日
日
(
太
て
刊
時
3
日
時

〈
〉
発
胡
喝
事
特
許
棉
談

9
月
3
日
(
月
)
、
四
時
1
日
時

〈
〉
す
鯖
議
引
相
談

8
月
訪
日
(
木
)
、
日
待
問
汁
1
日
時

〈
〉
住
宅
相
談
(
新
築
堵
惇
な
ど
)
8
月
幻
日
(
火
)
、
日
時
う
日
時

を
警
少
年
繍
談
窓
帝
国
一
セ
ン
タ
ー
)
孫

i
七
一
一
一
一

月
i
金
曜
日
9
時
、
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

ハ
〉
端
み
ご
と
円
M
M
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
σ

お

i
七
八
一
一
…
。

月
3
1曜
日
9
時
1
日
時
却
分

惜

楠

札

枇

品

掛

軸

鰯

一

刻

i
一一一一一一一…一一一

。
心
配
叫
」
と
拘
制
緩
毎
週
汚
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
持
続
部
週
月
1
金
贈
呂
、

9
時
1
M時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曙
は
除
く
)

。
結
婚
相
談
揮
官
瑚
日
曜
日
、
日
時
1
日
時

(第
3
日
曜
日
を
酷
く
)

。
雨
時
手
相
談
毎
適
R
1金
靖
白
、

9
時
日
時
時

。
家
府
職
四
品
藤
総
談
樟
週
月
i
金
曜
円
、

9
時
1
日
時

。
高
齢
期
審
議
離
相
談
毎
週
mhi!
金
曜
日
、

9
時
間
升
1
t四時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
構
入
植
鍛
毎
月
第
3
木
曜
呂
、
四
時
3
日
時



〈
午
山
田
り
大
野
、
神
田
、
松
が
丘

公
民
館
、
ハ
午
後
〉
横
内
、
大
神
、

豊
回
公
民
館

・
鉛
臼
(
木
)

ι
づ
ら
造
よ
り
警
羨
い
4
落
、
次
一
〈

ze培
、
中
原
、
八
橋
公
民

の
支
口
氏
館
で
お
渡
レ
す
る
こ
と
一
館
、
〈
午
後
〉
路
北
、
南
原
、
四

に
な
っ
た
の
後
日
お
送
り
す
る
案
一
之
宮
公
民
抽
出

内
は
が
き
と
印
鑑
を
持
参
の
う
一
ム
品
目
(
金
)

一
え
一
、
お
受
け
取
り
を
。
一
〈
午
前
〉
嘗
土
見
、
花
水
、
須
賀

マ
尽
持
お
よ
び
場
所
一
公
民
館
、
〈
午
後
〉
市
役
所
ホ
i

五
ヨ
現
在
)
を
ご
招
待
す
る
。
該
一
し
の
メ
ロ
デ
ィ
!
い
一
回

8
月

刊

品

目

(

火

)

一

ル

当
さ
れ
司
宝
刀
語
、
ム
議
ま
で
の
無
一
育
会
コ
ロ
ム
ピ
ア
ト
ッ
プ
・
一
〈
去
の
吉
沢
、
金
邸
、
城
島
公
一
端
午
前
一
は
9
時
小
山
A
N
t
i
-
'
M
M
時
、
午

料

パ

ス

券

と

な

る

需

は

が

き

を

一

ラ

イ

ト

一

民

館

、

〈

午

後

ν
土
盤
、
金
百
二
重
1
宮
分
3
4
時

後
尽
お
号
す
る
。
主
君
。
…
…
出
演
者
}
河
本
語
、
喜
一
岡
崎
公
量
一
マ
問
い
ム
口
わ
せ
先
票
総
務
諌

マ
日
時
9
月
6
日
(
木
)
一
佐
潟
、
苦
涼
都
々
子
、
一
一
一
葉
あ
き
了

m
B
(水
)
一
老
人
福
祉
係
(
内
禄
一
一
一
七
)

・
午
前
の
部
(
9
時
初
分
1
刊
以
降
一
i
i
l
I
l
l
i
-
-
i
l
-
-
i
i
i
i
I
l
l
i
-
-
1
l
!
1
1

ぬ
分
)
対
象
忠
霊
口
、
般
原
、
一

富

士

呉

海

要

な

で

し

と

一

擁

葉

子

機

関

し

ま

す

一

£

i争
Ez--EZJjizzElis-jiji李

小

学

校

区

に

お

住

ま

い

の

方

一

命

議

暗

雲

ア

二

ぷ

撃

手

長

勺

，

一

寸

最

重

1

義

二

吉

一

で

で

、

一

人

…

事

と

し

、

一

一

回

一

事

君

主

市

で

は

「

敬

老

宣

を

お

祝

い

す

る

た

め

に

、

童

書

で

午

後

の

部

(

1

持

1

4

喜

一

一

マ

申

込

綴

被

告

月

百

(

月

)

一

続

け

て

書

さ

れ

た

方

は

申

し

込

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

事

業

翻

訳

霊

日
付
引
け
時
H
H
U
H
U
F
L主
将

の

一

地

域

、

イ

ベ

ン

ト

に

ご

科

婦

を

一

所

む

幹

事

日

誌

一

主

計

十

喜

一

i
円
三
γ

か
な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
毒
し
た
歌
謡
シ
ョ
ワ
で
お
祝
一
は
場
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
一
市
で
は

2
2会な
一
レ
ス
ア
ン
プ
マ
イ
ク
氷
室
一
添
え
丈
青
少
年
警
護
衛
一
円
諮
問
」
れ
わ
れ

ru
堅
持
6
時

思

議

会

一

?

ブ

羽

市

長

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
お
出
掛
け
を
。
す
喜
一
《
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
が
地
域
一
機
(
以
上
各
土
庁
)
、
発
電
機
一
会
館
内
内
線
七
六
一
一
)
へ
。
一
2
ザ
電
話
幻
i
六
四
七
回
ニ
マ
受
付
期
間
等

8
丹

幻

自

一

フ

ォ

ー

ラ

ム

を

今
年
の
祝
賀
会
主
十
七
歳
以
一
人
、
結
婚
芽
牛
を
迎
え
た
夫
妻
了
式
典
長
寿
夫
妻
記
念
品
婚
皇
で
活
動
す
る
と
き
に
、
触
れ
合
い
一
(
2
ム
口
)
、
苦
雪
量
一
l
l
i
l
i
一
へ
。
一
家
て
お
臼
(
木
)
午
前
9
時
一

一
を
過
し
て
殺
し
く
行
え
る
よ
う
イ
一
マ
貸
付
期
間

5
日

以

内

一

一

i

l

l

l

-

一

罪

1

午

後

4

持

、

譲

君

主

サ

1

フ

芸

事

雲

で

は

、

一

ベ

ン

ト

用

備

口

聞

を

貸

し

出

し

て

い

一

マ

抽

選

目

、

会

場

9

月

初

日

一

市

民

市

へ

の

一

一

義

一

「

海

を

楽

し

む

、

海

を

守

る

」

を

二

五

号

…

(

金

)

午

後

1

時

号

、

市

役

所

一

出

局

者

募

集

一

競

輪

場

内

山

山

一

言

重

宝

に

1

年

以

一

一

7

1

マ

と

し

た

市

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

一

語

、

十

月

か

ら

一

一

一

月

ま

で

の

一

三

田

警

一

一

底

者

を

募

集

一

上

お

住

ま

い

て

住

民

登

録

ま

た

玄

関

く

。

ご

霊

を

。

開

一

利

用

申

し

込

み

の

受

け

付

け

を

行

一

言

議

選

づ

く

り

警

良

一

ひ

ら

つ

か

雲

市

実

行

委

員

会

一

一

は

外

受

登

録

が

さ

れ

て

い

る

す

品

9

月

自

主

午

後

郡
一
う
こ
と
に
な
っ
た
。
利
前
日
が
重
一
札
送
係
(
内
線
二
六
三
)
一
で
は
、
十
月
一
一
十
八
日
(
臼
)
に
一
公
営
董
斉
で
は
、
平
塚
懇
輔
一

ζ
と
②
希
望
す
る
売
し
屈
と
尚
一
じ
一
2
枝
、
主
将

一
な
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
二
」
一
i
l
i
l
i
-
-
一
関
く
ひ
ら
つ
書
民
市
の
也
事
一
場
内
に
あ
る
震
の
出
居
者
を
募
一
業
務
を
市
内
で
1
年
以
上
し
て
い
一
マ
会
場
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
(
釈
ビ

一

了

承

を

。

一

一

を

募

集

し

て

い

る

。

一

集

し

て

い

る

。

一

る

こ

と

③

市

民

税

な

ど

、

市

の

一

ル

内

)

料
一
マ
申
込
期
間

8
月
日
日
五
三
時
年
ブ
ェ
ス
テ
ィ
一
マ
塁
手
作
り
品
の
絞
亮
一
室
警
は
十
月
か
ら
一
一
一
月
ま
一
徴
収
金
の
滞
日
制
が
な
い
こ
と
{
法
一
マ
パ
ネ
リ
ス
ト
水
中
デ
ィ
レ
ク

竺
1

9

月

習

(

る

一

パ

ル

で

演

奏

を

一

l

i

l

i

-

-

i

i

i

一

人

に

つ

い

て

は

問

い

詰

せ

を

こ

タ

i

須

賀

次

郎

氏

、

マ

ジ

ン

ス

竺

マ

貸

付

霊

童

子

機

、

ポ

ッ

一

一

}

i

診
一
マ
申
し
込
み
に
必
委
な
も
の
①
一
ボ
1
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
量

一

ブ

コ

1

ン

機

、

テ

ン

ト

、

ヨ

ャ

一

一

一

平

塚

市

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

一

島

、

な

た

の

麗

嬢

費

は

一

住

暴

露

人

は

外

国

人

星

雲

氏

、

塁

手

フ

ヂ

ド

協

支

行

委

裏

目

で

は

、

今

年

の

フ

ェ

一

i

一

済

証

明

量

草

案

税

義

著

書

会

長

金

子

華

民

ほ

か

一
ス
テ
ィ
パ
ル
の
一
会
場
(
十
月
二
十
一
病
気
や
け
が
の
た
め
に
国
渓
健
一
た
と
き
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
一
③
印
鑑
③
営
業
許
可
書
@
調
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
…
先
湘
南
海
岸

一
一
臼
・
総
合
公
脳
内
野
外
ス
テ
l
一
康
保
険
で
受
診
さ
れ
る
医
療
費
一
(
病
税
で
支
払
っ
た
額
一
一
一
説
分
と
一
理
師
免
許
証
{
法
人
に
つ
い
て
は
一
備
推
進
室
(
内
線
六
四
六
)

一
ジ
)
で
演
奏
し
て
い
た
だ
く
菅
来
高
、
監
察
の
獲
伊
、
人
口
の
高
齢
一
極
民
健
濠
保
験
で
支
払
っ
た
額
七
一
?
ヂ
ニ
一
一
♂
A

命一
4

e

4

4

£
一
ナ
;
-

一
グ
ル
ー
プ
量
果
す
る
。
一
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
一
割
合
を
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
ご
襲
撃
額
縁
畿
議
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
閥
に
お
け
る

一
マ
応
募
義
リ
ー
ダ
ー
が
市
内
一
息
塁
増
加
し
て
い
る
。
健
康
管
理
の
目
安
と
す
る
と
と
も
一
一

F
J
J
員
お
よ
び
事
務

一
に
お
住
ま
い
か
、
お
勤
め
ま
た
は
一
窓
療
費
は
皆
さ
ん
が
負
担
さ
れ
一
に
、
笑
擦
に
医
療
費
が
ど
の
佼
か
一
緩
繁
幾
綴
綴
幾
綴
毅
緩
懇
滋
マ
結
果
お
お
h
U
ね
良
好
に
行

一
壊
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
堅
田
一
る
保
護
と
一
層
、
察
、
市
か
ら
の
一
か
っ
て
い
る
の
か
襲
し
て
い
た
一
い
先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
わ
れ
て
い
た

一
楽
グ
ル
ー
プ
一
負
担
金
、
補
助
金
な
ど
に
よ
り
熊
一
だ
き
た
い
。
二
つ
い
て
殿
査
委
員
小
宮
町
康
司
町
門
間
第
円
以
号
〕

一円
V

嘉
桑
数

2
1
3
バ
ン
ド
(
選
一
わ
れ
て
お
り
、
平
成
一
月
年
度
平
塚
一
な
お
、
今
回
の
お
知
ら
せ
は
一
一
一
氏
、
福
岡
阿
政
大
氏
、
長
塚
洋
一
一
…
マ
対
象
絞
済
部
、
公
営
事
業

一
考
に
よ
り
決
定
す
る
)
一
市
の
爵
民
健
康
保
険
の
一
総
握
療
費
一
部
の
世
帯
を
捻
出
し
て
の
通
知
と
一
…
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
所
、
芭
良
部
に
お
け
る
収
入
・

一
7
演
奏
待
問
お
分
一
は
約
否
二
寸
傍
門
(
前
年
度
に
比
一
な
る
。
ご
了
承
一
を
。
一
ν

{

監
査
公
表
第
日
号
}
支
出
事
務

一
マ
応
募
期
制
限

8
月
幻
臼
(
ホ
)
一
ベ
て
回
計
増
)
と
な
り
、
加
入
者
一
マ
通
知
す
る
時
期

Q
V
同月

(
5
月
一
叫
マ
対
象
平
塚
市
土
地
開
発
公
マ
結
果
お
お
む
ね
適
震
に
行

一
応
募
は
案
申
込
書
(
脅
少
年
一
一
人
当
た
り
約
十
八
万
円
か
か
っ
一
受
診
分
)
、
口
月

(
7
月
受
診
一
…
校
、
平
塚
市
開
発
会
社
、
平
塚
J

口
れ
て
い
た
。

一
会
館
に
あ
る
)
に
、
デ
モ
テ
1
ブ
一
た
こ
と
に
な
る
。
一
分
)
の
2
回
ナ
市
生
き
が
い
事
業
問
、
平
塚
市

(
二
曲
)
と
グ
ル
ー
プ
の
写
真
を
一
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ

重軽 69き苦

①式典

③演芸喜歌謡ショウ

滋演歌手

とき古河品目(*)

ところ市民センター

F く〉内容

平成2年 81'苦守 68(3) 

今
年
で
六
回
日
と
な
る
平
塚
市
マ
派
遣
団
員
佐
藤
純
人
(
金
口
同

青
少
年
海
外
派
遣
回
の
随
員
十
五
中
2
伍
)
、
後
沢
真
相
帆
(
金
旭
中

入
が
応
募
者
百
二
十
一
人
の
中
か
2
年
)
、
浅
野
知
充
(
太
洋
中
3

ら
こ
の
程
決
ま
り
、
八
月
…
一
十
一
年
)
、
高
橋
め
ぐ
み
(
金
畑
中
3

日
か
ら
九
日
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
年
)
、
立
木
貴
子
旬
深
湾
美
紀

南
出
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
旭
陵
中
3
年
)
、
長
谷
川
川
恵
美

一
行
は
、
平
塚
市
と
姉
妹
都
市
(
大
使
中
3
年
て
深
井
美
樹

(
今
年
九
月
に
諮
印
)
と
な
る
カ
(
鎌
倉
女
子
中
3
年
)
、
伊
藤
憤

ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
滞
在
二
郎
(
五
領
ケ
台
高
1
年
)
、
川

し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
と
を
通
し
宙
利
武
(
平
塚
工
業
高
1
年
)
、

て
青
少
年
と
の
交
流
・
友
好
を
深
府
川
清
香
(
鎌
倉
友
子
高
1

め
、
そ
の
成
巣
受
益
の
青
少
年
生
、
安
藤
玲
子
(
平
塚
江
南
海

活
動
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
2
年
)
、
工
藤
操
(
大
務
局
2
年
て

る
。
な
お
、
派
遣
さ
れ
る
包
員
は
妹
尾
香
(
秦
野
高
2
年
)
、
寺
田

次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)
晴
子
(
湖
南
白
白
合
高
等
部
2
年
)

議(/)環境麗を
児童扶養手当と特別児童扶養手当を受けている方

は、毎年この時期に現況属(所得状況1m) そ提出し

ていただくことになっている。

この手続きを忘れると 8月分以時の手当が受けら

れなくなるので、 9月1011 (月)までに児窓課で手

続ぎを。

なお、次に該当する方(月刊専制限あり) で、まだ

手当の言者求をされていない方は、請求泊予続きを。

児主主扶養手当については、昭和田今 8打以降に支給

要件に該当していても、該当の汀からコ今そ経過す

ると議求ができなくなる。ご注意をo

[!思議扶接手当}

仁〉吋象 18歳(中度以 iの障害がある場介は20蔵)
未満む児童を訣議している母子家縫の丹、またはほ

に代わって扶養している方(公的年金を受けられる

場合は除く)

炉支給額児童藍 1人の場合は月額35，910丹、 2人の

場合は40，910丹、 3人目以降は 1人につき2，OOOF弓

を加算

{特車iJ~車重量投書豊平当1

b対象 精神または身体に中度以!の降二与のある20

歳未満の兇を扶議している父母、または代わって

扶鋒している方

i>支給額重度揮害児月額43，580rr:j、中度障害児

29，050f可

障害の穣度など、詳しくは児童量課児童保(内線216)へ。

し

※問い合わせ 広報課広務係(内締355)

住民異動置は、選挙、就学、国民年金、留民憧鹿探

検、予防接種、印鑑証明などのもとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届け出には、そむ方の氏名、住所、異動した年月日、

従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うそ申届け出をしたο、正当の理由がなく届け出をお
こたった場合は過料が科せられる場合があります。

楽銀当 市民課市民異動係(電話23-11日内繍236)
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初
め
て
の
体
験
で
ち
ょ
っ
と
緊
議

かサ

J
I
ブ
別
。
は
、
砂
浜
に
一
一
一
百
二
十
討
の

ボ
ー
ド
ウ
ォ
1
ク
が
透
ら
れ
た
平
塚
海
岸
と
湖

南
海
岸
公
園
で
、
多
諸
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
リ

ス
ビ
ー
ゴ
ル
フ
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
大
会
な

ど
の
ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、
海
岸
の
強

い
日
澄
し
の
中
在
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

宅診

{これからの主なイベント]

"'18日(土) ~19日(日) 9時

全国ピーチドッジポーjレ大会

場診21日(火) 10時30分ピチ

サッカースクール

日(土) ~266 (日) 9時

30分 ピーチサッカ一大会

。26日(即日時海と遊ほう
音 ζ遊ほっ(コンサート)

場羽田(日 10時サーフポ

イスカウトまつり

"20 日{月)へ~ 9月 2己(日)

ピーチピック( 般参加によ

るピーチスポーツ)

子
供
た
ち
の
甲
子
険
、
少
年
野
準
鐙
勝
山
下
関
地
少
友
ソ
フ
ト

球
大
会
が
開
聞
か
れ
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
部
・
一
一
一
位
下
山
下
少

こ
の
日
の
た
め
に
き
び
し
い
練
女
ソ
フ
ト
部
、
八
幡
レ
デ
ィ
パ
l

習
を
し
て
き
た
子
供
た
ち
の
綴
は
ド

真
っ
黒
に
日
簿
り
し
て
い
ま
し
た
。
{
少
年
野
球
小
学
生
の
詑

試
合
は
、
珍
プ
レ
l
、
好
フ
レ

z

優
勝
南
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

ー
が
続
出
し
、
男
て
い
る
人
を
ハ
・
準
優
勝
金
包
少
年
野
球
部

ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
さ
せ
ま
し
た
。
@
一
一
一
位
岡
崎
メ
ノ
ツ
、
松
原
少

ま
た
、
大
会
期
間
中
は
お
父
さ
年
野
球
部

ん
お
母
さ
ん
も
応
援
や
、
選
手
の
{
少
年
野
球
主
主
の
議

。
第
1
沼
会
出
家
ユ

i
ス
サ
ッ
カ
ー
滋
平
権
大
会
議
料
)

・
8
月
行
臼
(
金
)
口
時
愛
知
吉
一
同
校
対
盛
詞
商
業

H

H

m

四
時
富
山
第
一
一
高
校
対
読
売
ク
ラ
ブ

・
8
月
四
日
(
土
)
川
口
同
吋
げ
日
の
勝
者
同
士

・
8
丹
市
品
目
(
金
)
幻
時
清
水
市
立
商
業
対
山
口
高
校

ρ
ω
時
交
野
ク
ラ
ブ
対
登
別
大
谷
高
校

・
9
月
1
日
(
土
)
円
時
幻
自
の
勝
者
同
士

斑
一
般
八
百
円
、
中
学
生
五
百
円
、
小
学
生
一
ニ
否
汚

O
そ
の
外
の
大
会

-
8
月
M
臼
(
金
)
9時
獲
高
校
サ
ッ
カ
ー
三
決
・
決
勝

-
8
月
お
臼
(
土
)
均
時
第
8
間
同
平
塚
市
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技

・
8
月
初
日
(
火
)
8
時
平
塚
市
陸
上
競
技
講
習
会

-
9月
2
日
(
臼
)
8碍
第
ぬ
沼
市
総
体
額
上
競
技

・
9
月
8
日
(
土
)
日
時
間
関
体
予
雲

-
9
月
9
B
(臼
)
8待
刀

-
9月
U
B
(水
)
団
山
時
百
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
一
一
部
公
式
戦

とき 草月25詰
午後5袴~吉野寺

晃照合公護軍と市民センター濁辺

{内容}

聖子菜、果物、菓子、手づくり品、士出j箆

言語綴 羽仁 進氏(験富喜重主音響)
事申し込みはがきに住所、氏名、電話番号を記入

し、中央公民館(守254平場市追分 1-20) へ申し込

みを。また、li:'l幾中央公民館へ来館される方にも入場

鐙理一#をお渡しする。ただし、定員になりしだい締め

切る。電話34--2111

担 3当 地域づくり諜(内繍 244)



五
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り
を
。

一

円

v
日
時

8
月
玲
臼
(
臼
)
降
水

一
確
率
釦
軒
以
上
の
場
合
は
お
白

一
(
日
)
以
後
中
止

一
・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
前
午

一
前
8
時

一
マ
コ
ー
ス
平
塚
駅
下
溝
駅
9

一
望
地
弁
天
水
郷
田
名
上
溝
駅

一
l
平
塚
駅

一
マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水

一
簿
、
ヌ
通
費
一
千
一
一
一
十
月

一
一
〉
問
い
合
わ
せ
先
見
附
台
体
育

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
一
館
内
体
育
課
(
電
請
幻
二
一
O
六

は
、
ム
ワ
年
壁
面
白
の
ジ
ャ
ズ
ア
一

O
)

サ
イ
ズ
教
室
を
開
く
。

マ
日
程

8
月
山
品
目
1
9月
む
日

の
毎
週
金
曜
臼
e

全
5
閲

・
時
間
一
午
後
6
時
お
分
1
7蒋

=
=
=
=
=
=
z
z
=
z
z
=
=
=
Z
2
-
一三一一
z
z
z
z
Z
2
=
=
=
=
=
:
=
=
=
=
=
:
2
2匂
-
m
z
:
:
:
:
z
n
υ
¥ヨ

jIlli--一
IJjj一
:
:
:
:
i
d
i
-
-
:
:
:
:
:
i
:
:
j
e
l
-
-
:
:
;
:
:
:
:
i
i
l
l
-一

3
ノフ

入

、

お

両

国

見

得

口

上

一

7
入
場
料
窓
漂
白
千
向
、

1
一
マ
申
込
先
問
セ
ン
タ
ー
(
電
話
同
一
マ
会
場
崇
替
公
民
館
ほ
か

マ
主
な
出
演
者
尾
上
菊
五
郎
、
一
等
涼
一
二
千
円
、

2
等
席
二
千
円
一
日
記
l
l
一
一
三
一
五
)
一
マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

市

川

左

団

次

、

尾

上

松

助

ほ

か

一

(

閲

体

は

一

割

引

き

)

一

一

勤

め

の

方

お

人

(

先

着

騎

)

マ
参
加
料
三
千
五
百
円

マ
申
込
先
同
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
(
襲
怠
l
O
一O
一

世
主
詰
に
と
大
忙
が
し
で
し
た
。

な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

{
女
子
ソ
フ
ド
ボ
ー
ル
の
部
}

・
優
勝
松
延
ス
ト
ロ
ン
グ
'

-
優
勝
大
野
ク
ラ
ブ
・
準
四
百

勝
横
内
フ
レ
ン
ド

-
z
z
u

ワ
イ
ル
ド
キ
ヤ
y
ツ
、
神
出
ク
ラ

フ

8ヲ18El (こと)草寺~、(弱)10跨~、鴻~

?専物書室務皇室(雨天の場"は博物館講堂)

博物館翠湖特別慢の記念行事として、友好都市花巻市

の指定無形文化財となっている rr'Jλ7守神楽J が公淡さ

れる。何万手神楽とは、山伏神楽として;jt']400年前から

む、えられている 7拍子の繊細かつ僚殺な舞凝りが特徴。

花巻市では、家々の程在、いやクく伏せ、年祝いなどに務

じら才1ている。

誌の切さん、特別展了花巻の文化とくらしJそ見学
!Y々 、ぜひ「円守神楽Jをごち:いただきたい。

婦
問

〈
〉
ブ
ロ
野
涼
イ
!
ス
タ
ン
ソ
ー
ダ
(
有
料
)

・
8
月
口
日
(
金

J
m時
大
洋
付
ロ
ッ
一
T

'
S
汀
同
日
(
上
」
児
科

γ

八
洋
折
ぱ
一
人

宮

O
O
H
け
幻
れ
(
火
)
山
一
時
大
洋
対
jリ
iFA
ハ
ム

'
8
刀
銘
打
(
火
)
四
時
大
洋
対
ロ
ッ
一
ア

ぃ

a
8
月
刊
山
け
い
(
水
)
同
砕
け
M

。
8
円
バ
均
打
(
十
小
)
出
時
一
大
湾
対
一
一
日
人

。
9
月
1
日
主
主
出
時
大
洋
対
汀
本
ハ
ム

'
9尺
4
H
(
火
)
ひ
時
大
洋
対
阿
武

撰
大
人
八
百
円
、
小
人
二
一
夜
間
川

〈
〉
そ
の
外
の
紋
合

'h行
月
初
日
(
日
)
9
肺
門
リ
ト
ル
マ
イ
ナ
ー
リ
i
グ
決
勝

。
9
月
2
口
(
円
斗

8
時
平
塚
市
秋
季
野
球
大
会

・
9
尺
9
U
(
日
)
。
。
時
第
訪
問
山
市
総
体
野
球

・
9
月
一
日
一
日
(
水
)
、
日
ロ
(
木
)
9
時
袖
奈
川
六
学
リ
ー
グ "̂' 

草ofYou 

詩襲警 丹3B 襲警渓18:30 

会主量 子宮民センタ…ホール

e懇話 いつも君を想っている、 SPRINKLE外

・入場料 4，120P1 (全席指定〕

・誇君売り 下言己で発売中

市民センタ←、チケットセゾン、チケットピア、ヤ

ンレイレコ ド、稲元康楽器底、サクラ童書j吉本J;!i、

ヨネザワ楽器、花水書J缶、文栄君主、なでしこ書房

・問い合わせ 市民センター 電話32-2235

く総会手本害事懇(電話31-3時打
ゃ謬義雄輔窃 卓球、パドミントン、パスクッ

I~ ~軟式巌蹴 (--160朝、パレ (16時~)

， 8月詩情J午後 2時~午撞8時

• 9 j寺宿寺 11

。重量際公室霊祭手事事著書室(電話31-，.2136)
， 8月初日(丹〉午前9時~午韓8時

， 9月 3器(丹ノ

9}考178(月) ノノ

(需話58-0101)
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マ〔費マ会 7 ・臼ます{回マ正マ 30 ・ 5 まマ人{守生マ旬白まマ〔マ畠マ s 額額越路盤 マ~V'料マ・月マ〔マ心マ・く

昌iZ霊童輔さ丹念戸分霞室長つ暴言語科iii時時五122fTi??口出量
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世子供向L

いま沖縄をかんがえる 丸木政臣

核はほんとうに安全か 世東社

金魚がきえた 山本美次

天に暁かれる 金崎是

とうちゃんの涙 下村f

吋と:子でみる南京からの手紙

早乙女勝元

はらへこものがたり 石川久美子

ぶどう援. 内田毅

ベトナムからきたニンちゃん

eノ}くiE草;

す大人向け

放射能見えない危険 草間照子

平和の市民哲学 池 1111聾百j

女・天主 B 戦争 鈴木裕子

ヒロシマと憲法 水島朝穏

原発はなぜ危険か 問中三彦

平和への挑戦 江揮好二訳

戦争と平和 猪口邦子

ピロシマのばら 原町東眠

QアンドA原発 中島篤之助

戦争を生きぬいた立たち

カロ土也ノk蔀1子品尺
※掲載した隠欝は購入した図書の一一

部。詳しくは凶誇舘ヘロ

液量豊田ヨ公民館 11臼 25臼

※田村ちびっ子広場 12臼 26臼

域島公民館 13B 27日

機関崎小学校 13臼 27臼

※金田公民館 14臼 288 

・開設時間 13時30分~14時間分(捺印は

15時~1師寺)

・雨天のときは中止

移動図書館百周臼程

守容量襲ふコーナー「空軍主尊重量j
相模川流埴自由黙と文化をテーマとした第

2田平壕市博物舘公募写真履の中から慢秀作
品を農が。 (~9 丹 168)

カ体舘詞 毎週月曜日、月末

会博物鯖宇部種間町12--41 電話33~5111

t守護休み翁総研究本塁言葉会

主草抹みの自由研究について、考古、歴史、

民俗、生物、地質、天文の各分野にわたって

学芸員が相談を受ける。

ー日依茅 8月228 (*) lO il寺♂~15野寺

・会場博物館科学教室

女菱銀特別爆「花巻の文化とくらしJ
平塚市と友貯都市である岩手県花巻市の生

活と文化を紹介。(~ 8月30日・特別畏手

室)

合花巻市 a円万寺子持楽の公演

夏期特別揖に合わせ、岩手県指定蕪形主化

土旭日曜日 9 時~16時50分

.とども輩

火~日曜日 9 時~16時50分

台体舘箆 毎週月曜日、月末

カl8I輯輯干254桂間町 12~41 電話31--0415

-日軽量 9 

日 9 時~1l時・全10間

・対象 小学4年生~中学3年生20人〈先着
踊〉

調会場青少年会館英晴室

・参加費 1，000円

公開舘時間

火~，土曜臼 9 時~21時30分

(日曜日のみ 9 時~17時)

すこども験阪会

被f:映時間、会場 10時、 14時ー 3暗ホール

O8月 19E (臼)

fジャングル大帝」アニメ、 30分

母 8月四日(日}
「憧接種芳 もりがたりj アニメ、 25分。9丹 16自(箆}
「なし売り他人j アニメ、 11分

「アンパンマンとばいきんまんJ

アニメ、四分

「手よくろを買いに」アニメ、 15升

交換商会

疑と瞬時間、会場 10時、 14時・ 3階ホール

母 9月 2日(臼)

「風自邑が見えたJ劇映輝、 32分。9月 913 (自)
f恋や躍なてまな悲」劇映画、 1四分
会開輯時間

火~日曜日 9 時~16時5C分
〈金曜日のみ買出室と書考室は 9 時~18時
50づテ〉

E王室悼み期間中の間轄時間1
・費出室、参考室

火~木曜日 9 時~17時50升
金曜日 9 時~18時50分
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詩柵霞略

hタ芦ンセ民市せわ合問

145円
371丹
251円

491内

163円

159円
281門

221河
221内
348円

231内
149月

闘車 Z期対象は 3か月以と 4緯米

満の乳幼児， 3週間から 8週間の

間隔で 3回受ける。

関鮪2期第 1期の 3回目の接種目

から l年以上ヱ年 6か月以内に 1

回受ける。 5藷 6か月に遣するま

で受けられるが、 4揖までに格了

することが望ましい。

盟開業霊堂、病院で接撞を。接種目は

援師とご相談を。

醐料金無料

輯保瞳誌、母子憧頭手帳を持参

覇対象時間ぜきの予防接種を空け

る必要のない乳幼児。

・第 1期 3か月以上 6議未満む乳

幼児。 3遇聞から 8遡間の間捕で

3田空ける。

-第2期第 1期の 3回告の接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 1
関空ける。

臨接種方法 市民病院・共持病続白

みで年間を通じて接種できる。接

種目は両病院位ご相談を。

臨料金無料

購保積証、母子睡し康手帳そ持番
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あ
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合成洗剤 1L5kg(無リン)

サラダ油 1100g(ポリ入)
しょうゆ 11 Q (パック)

トイレット i
ーパーi出血(12個)
産車 両 11叩 g(モモ肉)

鶏 卵 IMlO個(パック)
さ β11加 g(切自身)

じゃがいも 11抱{男爵)

ほうれん草 11把
み そ 11kg(赤みそ袋入}
砂 糖 1lkg(上白糖)

貴パン 11斤
灯 油 118Q(配達)
ガソジン IIQ(現金)

114月
341円
2団内

464月

155門

173円
231内

158河
198円
342円

241円
153F守

815円
120月

品
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出
世
衛
生
山
山
同
等

が
参
加
し
て
、
今
年
同
月
に
設
立
予

定
の
(
財
J

か
な
が
わ
健
康
財
印
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ク
を
募
集
し
て
い

る。マ
応
募
資
格
県
内
に
お
け
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
υ
て
い
る
い
刀

ヤ
応
募
方
法

8
5
判
の
紙
に
一
j
ザ

イ
ン
を
描
き
、
発
釦
に
簡
単
念
説
明

文
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

(
学
校
名
)
、
電
話
褐
号
房
一
史
人
し

た
紙
を
は
り
、
日
月
刊
日
(
水
)
ま

で
に
、
一
千
却
横
浜
市
J

中
同
日
本
氏
遇

定
蓄
を
作
り
、
そ
の
鐙
定
番
の
現
在
、
市
内
に
は
臼
向
凋
、

内
容
を
市
で
一
検
討
し
、
認
可
す
真
田
、
岡
崎
地
民
に
四
つ
の
協

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
定
が
あ
り
、
そ
の
埼
ぽ
悼
の
良
好

な
お
、
協
定
の
締
結
に
は
地
な
環
境
が
守
ら
れ
、
育
て
ら
れ

区
の
土
地
所
管
著
な
ど
、
全
員
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
築

の
合
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
指
導
譲
(
内
線
六

O
九
)
に
お

協
定
に
よ
り
制
限
で
き
る
内
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
す
る
の
か
と
い
う
詣
し
合
い
容
は
建
築
物
の
敷
地
、
位
鐙
、
(
瞳
築
指
導
懇

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
構
造
、
用
途
、
形
態
な
ど
で
、
室
市
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

話
し
合
い
の
中
で
、
議
築
協
定
ご
質
問
問
の
建
物
の
高
さ
、
生
け
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

区
域
、
建
築
物
の
制
限
、
協
定
垣
も
協
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
に
広
報
繰
広
聴
係
(
内
線
一
二
五

の

有

効

期

限

な

ど

を

定

め

た

協

す

。

五

)

へ

。

ゾ
同
時

9
月
1
u

守
O
Kア
う

1
5」
O
-
T

日
3
J
7
(
]
佐
3
Aフ

7
会
場
阜
市
農
業
会
館
(
駅
南
)

マ
唯
内
部
国
之
研
究
京
山
一
出
資
氏

勺
内
管
山
野
監
心
深
)
み
あ

マ
問
い
A
1

わ
せ
先
県
湖
南
鴎
主
セ

ン
タ
ー
(
竜
JZM一
口
へ
ゾ
瓦
九
一
)

建築協定が結ばれている沼南向街地

あたたかい

敬称略

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
龍
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
平
埼
市
社
ム
戸
唱

(
電
話
回
二
一
ご
一
一
三
)

マ
社
金
揖
祉
義
蚕
へ
'
羽
入
金

一
千
円
鈴
木
楳
枝
一
一
一
子
円
、
大

野
高
齢
者
学
級
受
講
生
一
時
一
一
一
万

円
、
つ
く
し
盾
議
措
家
政
婦
紹
介
所

一
万
円
、
平
塚
地
区
労
働
組
合
協
議

した (7守)
敬和、略

東海六学、臼i1'f車体、五領ヶ台高校、イ寸合委主 f金

層、平土ヤラ「オンズクラフ、 ミユヤノンコンポ オミン

トセン去一、 ::[1診豆七f子安 τ折、サンラ/フ投、

金属(以J一団体のみ)

え
て
い
っ
介
手
り
し
い
ふ
と
、

紫
紅
mu
人
柄
に
つ
い
て
…
何
時
代
人

の
証
言
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
思
い
主
た
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
〈
の
ん
き
に

掲
げ
〉
と
い
う
紫
紅
の
主
張
で

す
。
こ
の
一
百
薬
害
森
は
、
窮
屈

な
海
経
は
芸
術
に
は
無
用
で
、
心

に
AAm絡
を
も
ち
、
山
内
物
に
も
拘
束

さ
れ
ず
自
鹿
に
自
分
の
思
う
ま
ま

に
描
け
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

紫
紅
は
、
い
つ
も
こ
う
し
た
精

神
で
戯
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
の
び
や
い

黄
色
沼
に
赤
の
模
様
の
す
リ
!
体
に
ゆ
き
わ
た
る
大
ら
か
な
自
由
蔚
嵐
が
で
き
あ
が
っ
た
の
だ
、

を
ま
と
っ
た
恐
い
友
性
が
、
石
段
さ
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
す
き
ま
う
ゐ
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

を
ゆ
っ
く
り
と
鈴
り
て
き
ま
す
。
の
ま
っ
た
く
な
い
構
成
で
は
な
い
さ
ら
む
、

ζ
の

公

緑
色
の
m
出
羽
の
イ
ン
コ
が
と
て
も
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
の
び
の
び
と
け
〉
に
は
も
う
一
つ
目

印
象
的
で
す
。
友
の
殺
を
見
る
と
、
し
ん
J
d
酔
放
惑
が
、
紫
紅
作
品
の
ど
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

石
総
の
家
か
ら
白
い
午
が
少
し
顔
れ
に
も
共
通
す
る
特
質
と
い
っ
て
う
ま
ま
に
捲
く
と
い
ヱ

を
の
ぞ
か
せ
、
奥
に
は
タ
ー
バ
ン
よ
い
で
し
ょ
っ
。
リ
テ
ィ
の
追
求
で
す
。

を
巻
い
た
こ
人
の
男
が
い
ま
す
。
で
は
、
こ
う
し
た
紫
紅
の
一
回
風
紫
紅
は
、
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